トレーナー養成編・コースシラバス
	コース名
	トレーナー養成コース
	

	受講対象者
	組込みソフトウェア開発において、プロジェクト計画書の作成を推進する人

(組織の品質向上推進者および教育担当者) 。
	

	コースの位置づけと狙い
	組込みソフトウェア開発のプロジェクト計画書作成における問題を的確に定義し、現実的なプロジェクト計画書の作成を推進するための基本的な知識と考え方を学習する。
また、受講者相互のディスカッションにより、様々なビジネス環境からの気付きを得ることにより、推進のきっかけをつくる。
	

	講義・演習の内容
	1. プロジェクト計画書における問題
	10分

	
	2. 問題の定義と問題解決
(講義)問題解決の基本知識

・問題の定義、問題解決の考え方、継続的改善、プロセス志向、科学的思考、事実・データ重視、バラツキに着目/層別の活用、要因分析、問題の定義例

(演習)プロジェクト計画書作成における問題の定義

・グループ内で共通の課題テーマを選定する。

・選定した課題テーマに関する本質的な問題の定義をグループでディスカッションする。


	50分

講義

20分

演習

30分

	
	3. プロジェクト計画書作成推進シナリオの検討
(講義)推進シナリオの作成

・目的・目標値の設定、対策の立案、推進上の阻害要因の検討、推進シナリオ策定(考慮すべき点)、推進シナリオの例
(演習)推進シナリオの作成

・「問題の定義」時に検討した課題テーマに関する推進シナリオをグループでディスカッションする。
	60分

講義

30分

演習

30分

	受講終了者の到達目標
	本講座の受講後の到達目標は、実現性の高いプロジェクト計画書の作成を推進できるようになることである。
	

	受講対象者の前提知識など
	・事前確認シートを記入し、プリントアウトを、6部(チーム分＋1部)持参すること。

・組込みソフトウェア開発経験があり、プロジェクト計画書の必要性を感じている技術者を主たる対象者とする。
	

	定員
	1グループ3～5人で、5グループまで（最大25名）。
	

	コース構成
	講義と演習を交えた構成である。
上記の時間配分は、標準時間である。状況に応じて、演習時間の延長などカスタマイズが可能である。
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